
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道教委では、令和４年２月に令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」を公表

し、調査結果の分析から見えた本道における体育・保健体育授業等の現状や課題、授業改善等に向けた今後の方

向性を示したところですが、本資料を活用し、改めて授業改善の方向性について理解を深めていただくとともに、

今後の授業づくりの参考にしていただきますようお願いいたします。 

また、令和４年３月９日付けでスポーツ庁から「児童生徒の１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保健体育

授業の事例集」が公表されましたので、併せて授業づくりにご活用ください。 
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授業者 

※令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査より        

・授業の中で自分の動きの質の向上（「できるようになった！」、「分かるようになった！」）を実感している児童生徒

の割合が少ない傾向にある。 

・自分や仲間の課題を協働的に解決する場面を意図的に設定している学校の割合が少ない傾向にある。 

・体力合計点との相関が見られる「挑戦心」や「自己肯定感」が低い児童生徒が多い傾向にある。 

児童生徒 

 

【単元開始前の意図的・計画的な授業構想】 
単元目標や学習の流れ、協働的な学習

場面、ＩＣＴ活用場面を「単元構造図」
を活用して関連付けるなど、身に付けさ
せたい資質・能力を明確にし、意図的・
計画的な授業づくりを行いましょう。 

※ スポーツ庁「児童生徒の１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保健体育授業の事例集」P63より一部抜粋 

単元スタート → 「知識及び技能」の定着 → 「思考力・判断力・表現力等」の育成 → 「学びに向かう力、人間性等」の涵養 → 単元ゴール   

 

 

【単元を通した対話による協働的な課題解決場面の設定】 
自分や仲間の課題に対して、根拠を明

確にした個人の考えを整理する時間を
設定し、その根拠に基づき、協働的に課
題を解決する場面を設定しましょう。 
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【単元を通したＩＣＴの効果的な活用による協働的な課題解決場面の設定】 
課題解決に向け、本時で身に付けさせたい資質・能力を確実に育成する

ため、既習事項やＩＣＴを活用しながら、協働的な学びを創出しましょう。 

※ スポーツ庁「児童生徒の１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保健体育授業の事例集」P72より抜粋 

 

【ＩＣＴを活用して、線や言葉で動きの改善のポイントを画像に添えて仲間に伝え、次の学習活動に活かすための工夫】 

・体力・運動能
力の向上 

・挑戦心や自己
肯定感の向上 

※ スポーツ庁「児童生徒の１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保健体育授業の事例集」P29より一部抜粋 

本資料やスポーツ庁参考資料のリンクは、道教委健康・体育課 
のWebページに掲載しておりますので、ご活用ください。 道教委 健康・体育課 学校体育 事業に関すること 検索 をクリック！ 

【単元や１単位時間における自己変容を実感させるための振り返りの充実】 
教師が児童生徒のよさや伸びを適切に見取

り、フィードバックするなどのきめ細かな指
導を充実させるとともに、自己変容を実感さ
せ、挑戦心や自己肯定感を育成しましょう。 

【
児
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